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図 1 直交壁の取合い(左：標準仕様、右：直交壁仕様)
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１．直交壁について 

ラスモルタル壁は、建物全体を覆うような形態になる

ため面材のような１面だけでの試験では、その性能を正

しく検証できたとはいえない。 

そこで、直交壁による立体的効果を把握するため、標

準仕様（L-1～3）に直交壁を取り付けた直交壁仕様

（Law-1～3）の試験結果とその直交壁効果を考察する。 

２．直交壁の仕様 

図 1 に直交壁の取合いを示す。標準試験体の両側柱に

長さ約 150mm の直交壁を設けた。 

平部と直交壁部のコーナー部の通気胴縁・ラス下地板

の取り合いは、直交壁側を全て負けとしている。通気胴

縁・ラス下地板・メタルラス・ステープル・モルタル塗

りの仕様は、(その 7)に示す標準仕様と同じである。ラス

の張付けは標準仕様に準じて横張りし、コーナー部で突

き合わせた上に、補強としてＬ字に曲げたコーナー用平

ラス(特 1 号、0.45kg/㎡、巾=200mm)を張った。また、下

塗り後にプラスチック製のコーナービードを取り付け、

その後、上塗りし、ネットの伏せ込みを行っている。 

３．試験結果 

標準仕様(L-1～3)および直交壁仕様(Law-1～3)の試験

結果を表１に示す。また、荷重－見かけのせん断変形角

関係包絡線を図 2 に示す(最大耐力の 80%で打ち切り)。 

直交壁仕様の試験体 3 体の耐力および見かけのせん断

変形角の平均は、1/120rad 時の耐力 14.96kN、最大耐力

28.37kN、最大耐力時の変形角は 1/30rad であった。標準

仕様がそれぞれ 11.71kN、18.23kN、1/40rad であったの

で、直交壁仕様は標準仕様に対し、剛性 1.3 倍・耐力 1.5

倍・変形能力 1.3 倍の性能の向上が見られた。 
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図 2 荷重-見かけのせん断変形角の関係 
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表１ 標準仕様(L-1～3)および直交壁仕様(Law-1～3)の試験結果一覧 

L-1 L-2 L-3
平均値
(Av)

標準偏差
(σn-1)

Law-1 Law-2 Law-3
平均値
(Av)

標準偏差
(σn-1)

最大耐力

Ｐmax(kN/1.82m)

最大耐力時変形角

δmax(10-3rad)

2/3Ｐmax

(kN/1.82m)

2/3Ｐmax時変形角

δ2/3Pm(10
-3rad)

1/300rad 6.78 6.30 6.58 6.55 0.241 8.93 8.49 7.68 8.37 0.63

1/200rad 9.22 8.30 8.61 8.71 0.468 11.95 11.25 10.08 11.09 0.94

1/150rad 10.90 9.96 10.10 10.32 0.507 14.28 13.37 11.97 13.21 1.16

1/120rad 12.40 11.23 11.50 11.71 0.613 16.23 14.94 13.72 14.96 1.26

1/60rad 17.13 15.30 16.08 16.17 0.918 25.42 21.33 19.81 22.19 2.90

0.503

見かけのせん断変形角(γ)一定変形時耐力(kN/1.82m)

試験体記号

標準仕様試験体 直交壁付き試験体

9.337 8.377 8.599 8.771

1.15913.47 11.27 11.73 12.16

1.739

33.201 19.941 19.861 24.334 7.679

20.20 16.90 17.60 18.23 28.37

33.186

18.07

33.225 33.221

29.20 28.80 27.10 1.115

0.06433.112

11.947 13.228 13.191 12.789 0.729

18.9119.47 19.20 0.743
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４．全体の変形の性状 

直交壁仕様は最大耐力に達するまでは、3 体共に似通っ

た荷重-変形性状を示した。Law-2,3 は、変形につれて耐

力が徐々に低下する傾向を示し、終局変形角は 1/20rad

程度であった。Law-1 は 1/30rad 繰り返し加力後の荷重が

試験終了時の 1/15rad までに 0.8Pm に到達しなかったた

め、包絡線が Pm(1/30rad)時で降下している(L-1 も同)。 

終局時の破壊状況は、モルタル壁体の回転に伴うステ

ープルの抜出し・破断またはラス網の破断が主体で、ラ

ス下地板の割裂・釘の抜出し(せん断)が隅角部の一部に

見られた。胴縁の割裂は Law-1 で目立った。 

５．直交壁の変形の性状 

直交壁コーナー部は、モルタル外壁と軸組と相対変位

の増大に伴い、壁上下端部より亀裂が生じた。 

1/30rad 繰り返し後の押し切り加力になると、亀裂は

1/15～1/10rad 時でほぼ全高に達した。直交壁自体は、軸

組から離れる方向に動く範囲では浮き上がりが生じ、軸

組内部に動く範囲では沈みこもうとして、直交壁の回転

が生じた（図 3 中図）。加力側の上端及び対角の下端側は

完全にモルタルが浮き上がり、はく離した(写真 1)。反加

力側の上端及び対角の下端はコーナービード部ではく

離・破断した(写真 2)。 

６．考察 

・耐力・剛性増大のメカニズムについて 

直交壁が抵抗することで、モルタル外壁本体部分の全

体回転が抑制され、剛性・耐力が向上するものと考えら

れる（図 3 下図）。これによりステープルの抜出しによる

耐力低下が抑制され、ラス下地・通気胴縁に割裂が生じ

ない範囲で変形能力も向上するものと考えられる。 

図 4 に代表として L-2 と Law-2 の挙動の比較を示す。

標準仕様に比べ、直交壁仕様ではθy が小さくθx が大き

く、γも大きい傾向がある。直交壁によってモルタル壁

の回転が抑えられ、より大きなせん断力の負担が可能と

なり、水平剛性が高くなることを示すものである。 

・直交壁の挙動ついて 

直交壁は回転が進むと浮き上がりによるステープル抜

出しとコーナー部はく離が生じ、耐力は減少していくが、

1/30 まで剛性の急低下やモルタル壁の回転はみられず、

直交壁効果が得られる性能が有ることが確認された。コ

ーナー部は、ひび割れの状況からコーナービードと上塗

りモルタルが早期にはく離していると考えられる。 

また、加力に伴い直交壁が試験体両端の柱からはく離

する状況は、平部と直交壁部のラス下地板および通気胴

縁の取合いの勝ち・負けが影響するものと思われるが、

今回はそれを比較する試験は行っていないため、その影

響を確認することはできなかった。 

・まとめ 

直交壁仕様は、約150mm の小壁を設けただけでも、標準

仕様に対し、剛性1.3倍・耐力1.5倍・変形能力1.3倍の耐

震性能の向上が明らかとなった。直交壁のさらなる耐震

性能を明確するためには、壁長0.5P～1.0P の直交壁や、

今回の直交壁仕様試験体とは逆の入隅部を構成する直交

壁の効果についても検証する必要がある。 

写真 1 モルタルの剥離  写真 2 コーナー部の破断 

x ：柱に対するモルタルの回転角
y ：土台・桁に対する

モルタルの回転角
 ：モルタルのせん断変形角
R：軸組のせん断変形角

x+y +=R
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図 4 軸組の変形に対するモルタル層の回転変形 
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図 3 モルタル外壁の回転変形のイメージ(終局時)
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